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先づ正常人の測定値を基準として， 77例の上部消
化管疾患について検討したが，胃潰蕩症例は波形的 
にも，叉測定値に於ても，左程正常との差異を認め
なかったが，癌患者は Alの低下があり， Glでは
α2G1の分画が高かった。食道癌に於ては α2・sGl 
の増加が認められる。
叉，手術侵襲l乙依って如何なる血清蛋白の変化を
来たすか検討して見たが，胃全刻は胃切除比比較し
て Al下降，rG1の増加が強く胸壁前食道胃吻合，
胸腔内食道胃吻合に於ては更に各分画の動きが大き
Alは術直後より下降し，侵襲の大きいもの程依
復がおくれる。 α2G1は非常に著るしい変動を示し， 
Stress fC対する反応を良く示している。
そこで術後特に栄養低下のある例につき分画を検
討して見ると， Alは著るしく低下し， ひどいもの
は正常値の 50%迄低下する。叉 rG1の上昇も著る
しい。叉波形的にも三つの型に分けられ，原因的分
析が出来た。著るしい低栄養例の基準も示し得た。
以上の分析より，手術前後の蛋白の動態を見る事
により，術後管理特に栄養管理の指針を示し得る事
を知った。 
36. 体外循環による低体温法の研究
(特に静脈血冷即法について〉
山野徳雄
低体温法は近年，広く用いられる様になって来
た。冷却方法は主として体表冷却法が用いられて居
札血液冷却法特に体外循環による全身冷却法は心
臓外科領域以外に於いては殆んど用いられていな 
私は血液冷却法特に静脈血冷却法の利点を活して
一般外科領域への利用を目的として検討した。
8 --15kgの雑犬を使用し， エーテ Jレ麻酔にて第
三期二相応維持し冷却した。 
循環回路は股静脈よりポンプ次に冷却装置を通つ 
て股静脈 (V→V)叉は股動脈 (V→A)へ環流する
方法で行った。
冷却・加温装置は長さ 50cm内径 6mmの Sta-
inless Steel管 8本を並列K装置，全容量 200ccの 
ものを考案作製した。冷却・加温速度は体外循環流 
量及び冷却・加温液の温度に左右されるが，循環流
量により密に関係を認め，体表冷却(氷水中漫漬〉
法の約5倍の速さであった。しかし，加温時は加温
液温を 390 --400 C以下として，被加温車液を 370C
以上に加温しない様注意が必要であった。それ以上
K加温すれば溶血が著明に増加し， 最高 2.8grJdl 
にも及んだ。
本法で最も影響の大きい循環動態Kっき検索を行 
ったが，特K問題となる心室細動の発生が体表冷却
法に比して多数認めた。乙の発生は体外循環流量及
び冷却液温K左右される乙とが最も多いため熱量の
交換率(冷却装置前後の血液温度差×流量/体重f時
間，Cal/kg/min.)を算出し，乙の交換率にて発生
頻度を検討するに交換率 1以上では V →V は280ま
で0，250まで 25%，200まで 50%，V→Aは250ま 
で 0，200まで 25%の細動発生を認め。交換率 0.25
以下では V →V は250まで 0，200まで 12.5%，V → 
A は200まで 0，150C まで 12.5%と細動発生は減
少した。従って冷却法を熱量の交換率でもって調節
すれば心室細動の発生を見ずに安全に冷却出来る。
現在， 臨床に用いられている低体温は 300C前後で
あるので，静脈血冷却法は実用に利用されても充分
に価値あるものと考えられた。
追加 (36) 札幌医大胸部外科田代豊一
T.F.と V.S.D.の直視下手術に対して人工心
肺と急速下温法を行って居ります。 
10分間でlOOC下温しますが，加温に時間がかか
るので， その工夫を考慮中です。急速下温は Cold 
arrestの意味でも併用がよいと思う。我々の人工
心肺は 1時間半を安全限界としています。 
37. 拍動流による体外循環の研究
(特にポンプの構造及び性龍について〉
泉 武
医学領域に於ける濯流用ポンプについては，文献
的には既に 19世紀後半より多くの発表があり，現
在最も実用化されているものとしては Metalfinger 
別名 Sigmamator型と云われるもの，並びに
Debakeyの Roller Pump K代表される所謂
tube typeのものが挙げられる。構造が比較的簡単
で弁も不要であるが，吾々の経験では性能の不安定
並びに浮腫の発生等により長時間濯流は困難であっ
た。従って， Dale-Schuster型ポンプに始まり， 
Dennis Karlson，Harken，Craford-Senning等
lとより実用化されている所謂 reciprocatingtype 
のものに焦点を置き，次の様な諸点に配慮を加えな
がら，新しい拍動式ポンプの設計並びに改良につい
て検討を続けて来た。
1. 生体内脈波
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血液成分への影響 2. 
3. 流量の測知及び維持 
4. 性能の恒常性
5. 装置内圧
6. 装置内容量 
7. 消毒及び清掃(装置の簡略化〉
8. 事故対策
即ち直接血液を駆出する装置として Bellowsを
採用し，流れに方向を与える弁装置，更に無段変速
器，拍出量調節器を附随させた。 Bel10wsは扇心カ
ムによって圧縮され，スプリングで他働的に拡張さ
れる。圧縮比は 25%以下であるので， tube type 
の様な血液摩滅がなく， 且つ長時間でも Bellows
の疲弊による流量の変動はない。弁装置には乱流に
よる血液破壊，及び“もれ"1乙よる機能不全を防止
するため現在は半球弁を使用，球面と弁座は線状接
触となし，適度のスプリングで押え，流量低下率を
最小にとどめた。以上の改良は試作第工型より第百 
型比五つて順次行われたものであって，特に第百型
を消毒清掃の便，気泡除去の安全性を考え， Diaph-
ragma式の間接型となし， 性能面で、の特徴を残し
たまま，廻転数 20~60 回 1 側 Bel10ws 拍出量は 
0~70 ccまで， 無段変速により分時 1000~4000 cc 
まで送血可能とする ζ とが出来た。
かくして臨床使用に当って，甚だ良好な Venous 
return による優秀な濯流ノてランスを得ると共1["
至適範囲では拍出量と廻転数とで，殆んど正確に流
量を定め得た点，且つ血液破壊に関しても金属材料
の接触や弁装置の影響を殆んど受けなかった点等，
今後のポンプ設計上，小型化軽量化に関しても有力 
な指標を得ることが出来た。且つ体外循環の時間延
長についてはこの様な性能を有するポンプが必要で
ある。
38. 拍動流による体外循環の研究
(特に循環動態について)
橋詰定明
吾々は人工心肺装置に於てポンプは重要な機能を
果たす要素の一つであると考え，拍動流ポンプを試
作し，体外循環中，これが示す循環動態面での影響
について種々検討を加えて来た。
1) 開放系循環模型回路に電気血圧計及び，電磁
流量計をセットし，生理的食塩水を流して，市販の
Sigmamotor型ポンプと比較した場合， Bellows 
型ポンプは規定の送血カニュ{レを用いるならば，
所謂 highamplitude pulsati1e flowを示し，且
つ圧作用や流量波形に於ても，より生理的であると
考えられる。犬の体外循環実験K於てもこの特徴は 
明瞭に比較された。 
2) 成犬4例につき， Bel10ws型ポンプを使用し 
て3時間以上の体外循環を行い， 上大静脈， 冠静 
脈，肝静脈，下肢及び腎静脈各領域より流出する静
脈血液を別箇に落差吸引し，経過を観察し，送血部
位Iζ近接した領域よりの静脈流出が多いこと，送血
部位lとより時間経過に伴って流出の減少する領域が
異なる ζと等を知り得た。叉 3時間以上の濯流によ
っても静脈流出量が殆んど減少しない点は，循環中
生体内の Peripherisationが少ない乙とを示すー
っの例証と考えられる。 
3) 我々は既に動物の臓器濯流実験により，末柏、
循環κ関して拍動流の甚だ有効なととを認めている
が，別出小腸の Dehydrogenase測定により Bel1-
ows型が Sigmamotor型に比較して， 組織呼吸
機能の保存lζ関しでもすヤれた成績を示した。叉実
験犬 10例につき， Bel10ws型ポンプを使用して積 
極的l乙3時間以上の長時間に亘る体外循環実験を行
い，腹部諸臓器特に小腸，肝，腎の各機能保存lζ関
して良好な結果を得た。 
39. 拍動流による体外循環の研究
(特に血液有形成分に対する影響〉
秋元駿一
我々は highAmplitudeの拍動を有する人工心
を作製し，体外循環に応用して居るが，此の high
Amplitudeの拍動を有する為には，圧力を以つて
血液を駆出する装置と，弁装置とを必要とする。人
工心を臨床に応用する場合，血液成分に対する影響
は重大なる意義を有して居り，以上K述べた人工心 
を利用する際には特にその障碍が危慎される事は当
然である。ところが本ポンプを使用した際は次に述
べる如く，血液成分K対する影響は軽微であるばか
りでなく，此れを生体応用いた場合，従来使用され
て居る lowAmplitude rc.比しその快復は非常に良
好である事を本研究で実証したのである。即ち，血
液に対する Pumpの影響を分析し，次に此れを生
体lζ用いた際の変化，並びにその快復動態を血液有 
形成分を示標として検策を行なった。検査は溶血度
(此れは血中血色素量をシアンメトヘモグロビン法 
により測定)赤血球数，白血球数及び血液像の 4項
自につき行なった。装置内実験にはヘパリン加新鮮
